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(57)【要約】
【課題】腐食防止溶液による圧縮機のオンラインでの水
洗のための方法およびシステムを提供する。
【解決手段】方法およびシステムが、タービンエンジン
の腐食防止の保護をもたらすことができる。一実施形態
においては、方法が、ガスタービンエンジンについて、
該ガスタービンエンジンの出力レベルを含む該ガスター
ビンエンジンの状態を、該ガスタービンエンジンがオン
ラインであるときに判断するステップと、前記状態に基
づいて、前記ガスタービンエンジンがオンラインである
ときに、該ガスタービンエンジンに腐食防止流体を適用
するステップとを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガスタービンエンジン（１１）について、該ガスタービンエンジン（１１）の出力レベ
ルを含む該ガスタービンエンジン（１１）の状態を、該ガスタービンエンジン（１１）が
オンラインであるときに判断するステップ（４０５）と、
　前記状態に基づいて、前記ガスタービンエンジン（１１）がオンラインであるときに、
該ガスタービンエンジン（１１）に腐食防止流体を適用するステップ（４１５）と
を含む方法。
【請求項２】
　前記腐食防止流体が、前記ガスタービンエンジン（１１）の圧縮機（１５）の付近のベ
ルマウス注入ノズルを介して適用される請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記腐食防止流体が、ポリアミン主体の流体を含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガスタービンエンジン（１１）の状態が、洗浄の間の経過時間、腐食防止流体の適
用の間の経過時間、ガスタービンエンジン（１１）の経過動作時間、ガスタービンエンジ
ン（１１）の温度、または動作中のガスタービンエンジン（１１）の付近の大気の状態の
うちの少なくとも１つに基づく請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ガスタービンエンジン（１１）の状態が、センサからのデータに基づき、該センサ
は、汚れセンサ、流体レベルセンサ、圧力センサ、温度センサ、または流れセンサのうち
の少なくとも１つを含む請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記腐食防止流体が、シクロヘキシルアミン、モルホリン、モノエタノールアミン、Ｎ
－９－オクタデセニル－１，３－プロパンジアミン、９－オクタデセン－１－アミン、（
Ｚ）－１－５、ジメチルアミンプロピルアミン（ＤＭＰＡ）、ジエチルアミノエタノール
（ＤＥＡＥ）、またはポリアミンのうちの少なくとも２つを組み合わせることから生成さ
れる請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　腐食防止流体をガスタービンエンジン（１１）に適用しているときに、燃焼器の状態が
空気の流れの変化に遅れることがないように、ガスタービンエンジン（１１）の圧縮機（
１５）の吐出圧に対する燃料の比を維持するステップ
をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記腐食防止流体が、気体の形態である請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　コンピュータにとって読み取り可能なインストラクションを実行するように構成された
プロセッサと、
　前記プロセッサに通信可能に接続され、コンピュータにとって読み取り可能なインスト
ラクションを記憶しているメモリと
を備え、
　前記コンピュータにとって読み取り可能なインストラクションが、前記プロセッサによ
って実行された場合に、
　ガスタービンエンジン（１１）がオンラインであるときに、該ガスタービンエンジン（
１１）の出力レベルを含む該ガスタービンエンジン（１１）の状態を判断するステップと
、
　前記状態に基づいて、前記ガスタービンエンジン（１１）がオンラインであるときに、
該ガスタービンエンジン（１１）に腐食防止流体を適用する指示をもたらすステップと
を含む動作を前記プロセッサに実行させるシステム（１３０）。
【請求項１０】
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　前記腐食防止流体が、前記ガスタービンエンジン（１１）の圧縮機（１５）の付近のベ
ルマウス注入ノズルを介して適用される請求項９に記載のシステム（１３０）。
【請求項１１】
　前記腐食防止流体が、ポリアミン主体の流体を含む請求項９に記載のシステム（１３０
）。
【請求項１２】
　前記ガスタービンエンジン（１１）の状態が、洗浄の間の経過時間、腐食防止流体の適
用の間の経過時間、ガスタービンエンジン（１１）の経過動作時間、ガスタービンエンジ
ン（１１）の温度、または動作中のガスタービンエンジン（１１）の付近の大気の状態の
うちの少なくとも１つに基づく請求項９に記載のシステム（１３０）。
【請求項１３】
　前記コンピュータにとって読み取り可能なインストラクションが、前記プロセッサによ
って実行された場合に、
　前記ガスタービンエンジン（１１）の状態に基づく所定の比で前記腐食防止流体を水と
混合する指示をもたらすステップ
をさらに含む動作を前記プロセッサに実行させる請求項９に記載のシステム（１３０）。
【請求項１４】
　前記コンピュータにとって読み取り可能なインストラクションが、前記プロセッサによ
って実行された場合に、
　腐食防止流体をガスタービンエンジン（１１）に適用しているときに、燃焼器の状態が
空気の流れの変化に遅れることがないように、ガスタービンエンジン（１１）の圧縮機（
１５）の吐出圧に対する燃料の比を維持する指示をもたらすステップ
をさらに含む動作を前記プロセッサに実行させる請求項９に記載のシステム（１３０）。
【請求項１５】
　ガスタービンエンジン（１１）の圧縮機（１５）の吐出圧に対する燃料の比を維持する
ことが、ガスタービンエンジン（１１）の圧縮機（１５）から実質的に一定の空気の流れ
をもたらすことを含む請求項１４に記載のシステム（１３０）。
【請求項１６】
　タービンエンジンと、
　前記タービンエンジンに連通した配管と、
　前記配管に接続された弁と、
　前記配管に連通し、腐食防止流体を含む腐食防止流体の供給源と、
　前記タービンエンジンに連絡可能に接続された制御システム（１９０）と
を備えるシステム（１３０）。
【請求項１７】
　前記腐食防止流体が、ポリアミン主体の流体を含む請求項１６に記載のシステム（１３
０）。
【請求項１８】
　前記配管が、前記タービンエンジンの圧縮機（１５）の付近のベルマウス注入ノズルに
連通している請求項１６に記載のシステム（１３０）。
【請求項１９】
　前記腐食防止流体の供給源に連通した混合チャンバ（１６２）と、
　前記混合チャンバ（１６２）に連通した水の供給源と
をさらに備え、
　前記混合チャンバ（１６２）が、前記タービンエンジンの状態に基づいて腐食防止剤を
水と混合する請求項１６に記載のシステム（１３０）。
【請求項２０】
　前記腐食防止剤が、シクロヘキシルアミン、モルホリン、モノエタノールアミン、Ｎ－
９－オクタデセニル－１，３－プロパンジアミン、９－オクタデセン－１－アミン、（Ｚ
）－１－５、ジメチルアミンプロピルアミン（ＤＭＰＡ）、ジエチルアミノエタノール（
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ＤＥＡＥ）、またはポリアミンのうちの少なくとも１つを含む請求項１９に記載のシステ
ム（１３０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、腐食防止溶液による圧縮機のオンラインでの水洗のための方法およびシステ
ムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガスタービンエンジンの圧縮機は、入口をバイパスして種々の程度の衝突による損傷（
例えば、腐食、先端の浸食／摩擦、後縁の薄化、およびステータの根元の浸食）を引き起
こす塵埃の取り込みおよび偶発的な脱落による異物の進入に曝される可能性がある。さら
に、ガスタービンエンジンは、時間につれて燃焼プロセスの副生成物である種々の残留物
の付着の蓄積を被る羽根およびタービンの他の構造物を有する。衝突による損傷および付
着物の蓄積は、タービンの効率の低下およびガスタービンエンジンの構成部品の劣化の可
能性につながる。
【発明の概要】
【０００３】
　タービンエンジンの腐食防止の保護物をもたらすための方法およびシステムが、本明細
書において開示される。一実施形態においては、方法が、ガスタービンエンジンについて
、該ガスタービンエンジンの出力レベルを含む該ガスタービンエンジンの状態を、該ガス
タービンエンジンがオンラインであるときに判断するステップと、前記状態に基づいて、
前記ガスタービンエンジンがオンラインであるときに、該ガスタービンエンジンに腐食防
止流体を適用するステップとを含む。
【０００４】
　一実施形態においては、システムが、コンピュータにとって読み取り可能なインストラ
クションを実行するように構成されたプロセッサと、前記プロセッサに通信可能に接続さ
れたメモリとを備えることができる。メモリが、コンピュータにとって読み取り可能なイ
ンストラクションを記憶することができ、該インストラクションが、前記プロセッサによ
って実行された場合に、ガスタービンエンジンがオンラインであるときに該ガスタービン
エンジンの出力レベルを含む該ガスタービンエンジンの状態を判断するステップと、前記
状態に基づいて前記ガスタービンエンジンがオンラインであるときに該ガスタービンエン
ジンに腐食防止流体を適用する指示をもたらすステップとを含む動作を、前記プロセッサ
に実行させる。
【０００５】
　一実施形態においては、システムが、タービンエンジンと、前記タービンエンジンに連
通した配管と、前記配管に接続された弁と、前記配管に連通した腐食防止流体の供給源と
、前記タービンエンジンに連絡可能に接続された制御システムと
を備えることができる。
【０００６】
　この「発明の概要」は、「発明を実施するための形態」においてさらに後述される考え
方の選択を、簡単な形で照会するために提示されている。この「発明の概要」は、請求項
に記載される主題の重要な特徴または必須の特徴を特定しようとするものではなく、請求
項に記載の主題の技術的範囲を限定するために使用されるものでもない。さらに、請求項
に記載の主題は、必ずしも本明細書のいずれかの部分において述べられるいずれかの不都
合またはすべての不都合を解消する限定事項に限られない。
【０００７】
　さらに詳細な理解を、添付の図面と併せてあくまでも例として提示される以下の説明か
ら、得ることができる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】発電システムの典型的な図である。
【図２】タービンおよび圧縮機の配管を備えるガスタービンエンジンの切断図である。
【図３】ガスタービンの洗浄または他の処理のための典型的なシステムの概略図である。
【図４】ガスタービンの腐食防止処理の典型的な適用方法（ただし、これに限られるわけ
ではない）を示している。
【図５】本明細書に開示の方法およびシステムの態様またはその一部を取り入れることが
できる汎用のコンピュータシステムを代表する典型的なブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　過酷な環境で働くガスタービンエンジンの圧縮機は、異物による損傷、腐食、先端の浸
食／摩擦、後縁の薄化、およびステータの根元の浸食を被る可能性がある。ブレンディン
グ（ｂｌｅｎｄｉｎｇ）、研磨、および研削を、腐食の速度および他の損傷のさらなる伝
播を軽減するために、停止の際に利用することができる。ブレンディングは、処理されず
に残されたならば多くの場合に割れの伝播および腐食の加速につながりかねないピットお
よびクレータの緩和または表面再加工に使用できない点で、適用性および限界を抱えてい
る。
【００１０】
　ポリアミン主体の流体などのガスタービンエンジンの腐食防止の流体を適用するための
方法およびシステムが、本明細書において開示される。本明細書において使用されるとき
、用語「ポリアミン」は、２つ以上の第一アミノ基－ＮＨ２を有する有機化合物を指して
使用される。一実施形態において、腐食防止剤は、酸性の汚染物質を中和してｐＨをアル
カリ範囲に高め、保護用の金属酸化物被膜をきわめて安定かつ付着性にする揮発性の中和
アミンを含むことができる。腐食防止剤の例（ただし、これらに限られるわけではない）
として、シクロヘキシルアミン（ｃｙｃｌｏｈｅａｘｙｌａｍｉｎｅ）、モルホリン、モ
ノエタノールアミン、Ｎ－９－オクタデセニル－１，３－プロパンジアミン、９－オクタ
デセン－１－アミン，（Ｚ）－１－５、ジメチルアミンプロピルアミン（ＤＭＰＡ）、ジ
エチルアミノエタノール（ＤＥＡＥ）など、ならびに上記のうちの少なくとも１つを含む
組み合わせが挙げられる。例えば、腐食防止流体は、ポリアミン（多官能有機アミン腐食
防止剤）と中和アミン（揮発性有機アミン）との組み合わせを含むことができる。
【００１１】
　一実施形態においては、既存の圧縮機ベルマウス注入ノズルを、腐食防止流体を散布す
るための手段として使用することができる。腐食防止流体を、圧縮機部分において腐食防
止剤と水との混合物から生成することができる。腐食防止流体の種々の比の混合物を、弁
の調節を変えることによって圧縮機に導入することができる。
【００１２】
　オンラインでの動作の際に、このシステムは、タービンを通る「質量流」を増やすこと
で、電力系統にもたらされる電力の増加を可能にするという効果を有すると考えられる。
腐食防止流体を、とりわけ、出力の増強、ＮＯｘの軽減、または電力系統の周波数の支持
のために乱用または使用することができる。一実施形態においては、腐食防止流体を過度
に使用できないことを保証するように、適切な論理を有効にすることができる。腐食防止
流体の適用は、ガスタービンのフレームのサイズ、排出との組み合わせにおける洗浄の継
続時間、および流れの要件に基づくことができる。
【００１３】
　図１が、発電システム１０５の典型的な図である。通常の動作において、吸気が入口フ
ード１１４を介して入口フィルタ室１１０に流入し、複数のフィルタエレメントを通過し
て流れる。フィルタ処理後の吸気が、ガスタービン１１６へとダクト１１２を通過する。
ガスタービン１１６は、圧縮機部分１１７と、燃焼部分１１８と、タービン部分１１９と
を備える。圧縮機部分１１７からの高圧の空気が、ガスタービン１１６の燃焼部分１１８
に進入し、燃焼部分１１８において空気を燃料と混合し、燃焼させることができる。
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【００１４】
　図２が、冷却用およびシール用の空気弁および配管部品を備えるガスタービンエンジン
１１の典型的な図である。圧縮機１５が、いくつかの段を含むことができる。図２に示さ
れるとおり、圧縮機のＡ段５４、Ｂ段５５、またはＣ段５６が存在できる。用語「Ａ段」
、「Ｘ段」などは、「第１段」、「第２段」などと対照的に、本明細書に記載されるシス
テムおよび方法が何らかの形で圧縮機またはタービンの実際の第１段または第２段におけ
る使用に限定されるという推論を避けるために使用される。任意の数の段を使用すること
ができる。各段は、翼５９、翼６０、および翼６１など、いくつかの周状に配置された回
転翼を備える。任意の数の翼を使用することができる。翼を、ロータホイール６５に取り
付けることができる。ロータホイール６５を、出力駆動軸に、出力駆動軸と一緒に回転す
るように取り付けることができる。各段は、いくつかの周状に配置された固定の羽根６７
をさらに備えることができる。任意の数の羽根６７を使用することができる。羽根６７を
、外ケーシング７０の内側に取り付けることができる。ケーシング７０は、ベルマウス７
５からタービン１７に向かって延びることができる。空気２２の流れが、ベルマウス７５
の周囲において圧縮機１５に進入し、燃焼器に流れる前に各段の翼（例えば、とりわけ翼
５９、６０、および６１）および羽根６７によって圧縮される。
【００１５】
　ガスタービンエンジン１１は、空気抽出システム８０をさらに備えることができる。空
気抽出システム８０は、タービンの冷却における使用および他の目的のために、圧縮機１
５における空気２２の流れの一部を抽出することができる。空気抽出システム８０は、い
くつかの空気抽出配管８５を備えることができる。空気抽出配管８５は、圧縮機の段のう
ちの１つの周囲の抽出ポート９０から、タービン１７の段のうちの１つに向かって延びる
ことができる。図２が、Ｘ段の抽出パイプ９２およびＹ段の抽出パイプ９４を示している
。Ｘ段の抽出パイプ９２を、圧縮機１５の第９段の周囲に配置でき、Ｙ段の抽出パイプ９
４を、圧縮機１５の第１３段の周囲に配置することができる。圧縮機１５の他の段からの
抽出も、使用することができる。Ｘ段の抽出パイプ９２が、タービンのＸ段の配管９６に
連絡できる一方で、Ｙ段の抽出パイプ９４は、タービン１７のＹ段の配管９８に連絡でき
る。例えば、Ｘ段の配管９６は、タービン１７の第３段に対応でき、Ｙ段の配管９８は、
タービン１７の第２段に対応できる。
【００１６】
　図３は、ガスタービンエンジン１１などのガスタービンのエンジンの洗浄または他の処
理のための典型的なシステム１３０の概略図である。典型的な実施形態においては、シス
テム１３０が、ガスタービンエンジンがオンラインであるときに洗浄、腐食防止流体の散
布、あるいは他のやり方でのガスタービンエンジンの処理を行うように構成される。ガス
タービンがオンラインであるか否かを出力レベルに基づいて判断することができるが、通
常は、より高い温度で動作しているガスタービン（例えば、１４５°Ｆよりも上でのター
ビンの動作）が含まれる。ガスタービンエンジンを、装置が通常の発電の出力レベルを大
きく下回って動作しているときに、オフラインと考えることができる。
【００１７】
　供給配管１５０が、水（例えば、脱イオン水）の供給源１４４に接続された水供給配管
１４２、ならびに洗剤の供給源１４８に接続された洗剤（すなわち、洗浄剤）供給配管１
４６を備える。供給配管１５０に接続された弁類（図示されていない）が、流体の種々の
供給源の間の選択を可能にする。
【００１８】
　システム１３０は、水性の硫酸マグネシウム溶液の供給源１５２に接続された硫酸マグ
ネシウム配管１５１を備えることができる。硫酸マグネシウムは、重質原油燃料の使用に
よって助長されるバナジウム主体のスラグの形成の防止に役立つ。水供給配管１４２、洗
剤供給配管１４６、および硫酸マグネシウム供給配管１５１の各々は、ポンプを備えるこ
とができる。各々のポンプは、モータ（例えば、モータ３２２、モータ３２４、およびモ
ータ３２６）、ならびに弁（例えば、弁３３０、３３１、３３２、３３３、３３４、３３
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５）および戻り流れ回路（例えば、流れ回路３４０、流れ回路３４２、および流れ回路３
４４）を有することができる。
【００１９】
　水供給配管１４２、洗剤供給配管１４６、配管３０６、および硫酸マグネシウム供給配
管１５１は、混合チャンバ１６２に連通している。組み合わせられた混合物を、混合チャ
ンバ１６２から混合物供給マニホールド１６４に案内することができる。制御システム１
９０が、含まれるべき流体の比（例えば、水と腐食防止剤との間の比）（あるいは、含ま
れない流体）を決定することができる。混合チャンバ１６２からの流出流を制御すること
ができる。マニホールド１６４は、連動する弁１６６および弁１６８を備え、これらの弁
が、典型的な実施形態においては、任意の所与の時点において弁１６６または弁１６８の
一方または他方だけを開くことができるように制御される（両方の弁を同時に閉じること
はできる）。別の実施形態においては、弁１６６および弁１６８が、別々かつ独立に制御
可能であってよい。複数の流体供給源に接続された複数の混合チャンバが存在してもよい
。例えば、腐食防止流体の供給源（例えば、腐食防止剤の供給源３０２）および水の供給
源（例えば、水源１４２）に専用の混合チャンバが存在できる。
【００２０】
　システム１３０は、腐食防止剤の供給源３０２に接続された配管３０６を備えることが
できる。外部の供給源（例えば、腐食防止剤を積んだ運搬車）の接続部３０４（すなわち
、素早く着脱できる）が、配管３０６に接続される。典型的なシステム１３０の配管設備
を、供給ブランチ１７０を介してベルマウスノズルに連通させることができる。典型的な
システム１３０の配管設備を、供給ブランチ１７２を介して他の送出システム（例えば、
導入抽気加熱、噴霧器、または蒸発冷却器）に連通させることができる。
【００２１】
　一実施形態においては、水および１つ以上の腐食防止剤だけを、所定の比で混合するこ
とができる。一実施形態においては、腐食防止剤および他の流体を、混合チャンバ１６２
によって混合でき、連通した配管３０６によってチャンバ３０２に配置することができる
（混合チャンバ１６２に接続されたいくつかの貯蔵部または供給ユニットが存在できる）
。その後に、供給源３０２の腐食防止流体を、連通した配管３０６を通り、供給ブランチ
１７０を介して、連通したベルマウスノズルに送ることができる。混合を、本明細書に開
示のように混合チャンバ１６２において行う必要はなく、例えば水－腐食防止剤の混合物
を、別途の貯蔵タンクに保持してもよい（例えば、あらかじめ混合済みの腐食防止流体を
３０２に配置することができる）。腐食防止流体のための混合物は、ガスタービンエンジ
ンのフレームのサイズ、排出との組み合わせにおける洗浄の継続時間、または流れの要件
に基づくことができる。比を、アミンの種類に基づいて調節することもできる。
【００２２】
　図４が、ガスタービンエンジンの腐食防止処理の適用の典型的な方法４００（ただし、
これに限られるわけではない）を示している。一実施形態では、ステップ４０５において
、ガスタービンエンジン（例えば、圧縮機）の状態を判断することができる。状態を、セ
ンサなどに基づいて判断することができる。状態として、とりわけ、圧縮機が清浄である
か否か（例えば、破片または塵埃）など、腐食防止の適用に備えた状態にあるか否か、流
体ガスタービンエンジンが動作中であるか否か（例えば、オフラインまたはオンライン）
、ガスタービンエンジンがどれくらい長く動作してきたか、あるいは圧縮機の温度、を挙
げることができる。ガスタービンエンジンが清浄であるか否かの状態を、とりわけ、汚れ
センサからのデータ、清掃の間の経過時間、あるいはガスタービンエンジンの動作時の大
気の状態を検出するセンサによって判断することができる。
【００２３】
　ステップ４１０において、ガスタービンエンジンに適用すべき腐食防止流体の種類を、
ガスタービンエンジンの状態に基づいて決定することができる。ガスタービンエンジンの
状態として、ガスタービンエンジンの出力レベルなどを挙げることができる。一実施形態
においては、ガスタービンエンジンに適用すべき腐食防止流体の種類を、ガスタービンエ
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ンジンへの分配点に基づいて決定することができる。例えば、腐食防止流体の種類を、ベ
ルマウスの付近のベルマウスノズルを介した分配が存在するのか、あるいは後の段の付近
の抽出ポート（または、他のポート）を介した分配が存在するのかに基づいて選択するこ
とができる。
【００２４】
　ステップ４１５において、腐食防止流体を、ガスタービンエンジンの状態に基づいてガ
スタービンエンジンに適用することができる。圧縮機が、腐食防止流体の適用時に汚れて
いる場合、腐食防止流体が、圧縮機の構成部品に適切に結合できず、結果として適用され
た腐食防止流体の有効性が低くなる可能性がある。一実施形態においては、腐食防止流体
を、ガスタービンエンジンの清掃後に適用することができる。
【００２５】
　腐食防止流体は、実質的に耐熱性でありうるが、腐食防止流体が、特定の温度において
効果を失う可能性がある。したがって、腐食防止流体を、個々の段の温度に基づいて、ガ
スタービンエンジンの構成要素（例えば、圧縮機またはタービン）の特定の段において適
用し、あるいはそもそも適用しないことが、適切かもしれない。腐食防止流体の適用の場
所を、本明細書において説明されるとおり、制御システム（例えば、制御システム１９０
）に連絡した弁（例えば、三方弁１７４および三方弁１８４）によって制御することがで
きる。弁を、しきい値条件（例えば、特定の温度よりも上または下であること）に基づい
て自動または手動で制御することができる。
【００２６】
　典型的な実施形態においては、制御システム１９０が、無線または有線によって本明細
書に記載のセンサと通信し、さらにモータの始動、停止、または速度の制御のために設け
られた駆動機構（図示されていない）と通信する。制御システムは、本明細書に記載のと
おりのシステム１３０の動作を達成するために使用される弁の開閉または位置の調節を行
うことができる。
【００２７】
　制御システム１９０は、パネル／表示装置に通信可能に接続されたコンピュータシステ
ムであってよい。制御システム１９０は、センサの入力および人間の運転者からの指示を
使用してシステム１３０の動作を制御するためのプログラムを実行することができる。さ
らに、典型的な実施形態においては、制御システム１９０を、ポリアミンまたは他の腐食
防止剤に対する水の比を変更（または、制限）し、一連の洗浄のサイクル時間を変更（ま
たは、制限）し、あるいは洗浄またはすすぎのサイクルにおける各工程の順序を変更（ま
たは、制限）するようにプログラムすることができる。処理方法のそのような態様を、タ
ービンの製造者によって、処理対象のタービンの仕様および構成に適応するように選択す
ることができる。
【００２８】
　制御システム１９０は、図３に示されるとおり、発電システムおよび装置に通信可能に
接続される。ひとたび腐食防止流体の適用を許すすべての所定の論理が満たされると、腐
食防止流体を使用するオンライン流体処理を有効にでき、腐食防止流体を適切に適用する
ことができる。制御システム１９０が、腐食防止流体の動作の態様に合わせて特定的に設
計された所定の／あらかじめ設計された手順に基づいて、ガスタービンエンジンを自動的
に運転することができる。オンライン流体処理システムの起動および動作のための方法は
、オンラインでの流体処理に相応しい出力および他のタービン制御パラメータが満足され
ているかどうかを判断するステップを含む。制御システム１９０は、燃焼器の状態が流体
処理の手順において空気の流れの変化に遅れることがないよう、圧縮機の吐出圧に対する
燃料の比の制御を容易にすべく、圧縮機からの空気の流れを実質的に一定に維持すること
を試みることができる。動作の際に、このシステムは、タービンを通る「質量流」を増や
すことで、電力系統にもたらされる電力の増加を可能にするという効果を有すると考えら
れる。上記を念頭に、制御システム１９０を、出力の増大、ＮＯｘの軽減、または電力系
統の周波数の維持のために過剰に使用（例えば、誤用）される可能性がないように保証す
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るために、適切な確認および制限によって構成することができる。
【００２９】
　一実施形態においては、腐食防止流体の適用（例えば、ベルマウスノズル、導入抽気加
熱システム、蒸発冷却システム、などによる）の際に、制御システム１９０を、適切な出
力レベルを維持するようにガスタービンエンジンに指示をもたらすように構成することが
できる。適切な出力レベルは、手作業による設定、現状または類似のガスタービンエンジ
ンの解析による決定などが可能である。一実施形態においては、過剰な使用を、オンライ
ンでの流体の適用（例えば、腐食防止流体）の制御ロジックを変更するためのアクセスを
制限ることによって最小化することができる。例えば、腐食防止流体のオンラインでの適
用における腐食防止剤－水の比の変更のためのアクセスを最小限にでき、（例えば、流体
の適用の間の）オンラインでの腐食防止流体の手順におけるサイクル時間の変更のための
アクセスを最小限にでき、あるいは（例えば、流体の適用の際の）オンラインでの適用に
おけるサイクル時間の変更のためのアクセスを最小限にできるなどである。流体のオンラ
インでの適用または腐食防止流体の他の適用の誤用を、本明細書において提案されるよう
に、腐食防止流体の適用に関する頻度および他のデータにおけるパターンによって示すこ
とができる。
【００３０】
　本明細書に現れる特許請求の範囲の技術的範囲、解釈、または適用を決して限定するも
のではないが、本明細書に開示される技術的効果は、ガスタービンエンジンの圧縮機の翼
および固定子の羽根の表面への保護層の形成を助けるために、或る酸およびアルカリ化学
物質の比での化学物質（すなわち、腐食抑制剤）の組み合わせを、温度による支援の環境
条件において利用することである。比を、あらかじめ定めることが可能である。腐食の軽
減は、取り戻された性能をより長い時間にわたって維持する役に立つ。腐食抑制剤の適用
は、圧縮機の翼について、幾多の水洗浄からの浸食の傾向を軽減することができる。本明
細書において述べられるように腐食防止の分配システムを既存のシステムに一体化させる
ことで、新規に広範囲にわたって配管を延ばす必要性またはケーシングに穴を開ける必要
性を、最小限にすることができる。
【００３１】
　図５および以下の説明は、本明細書に開示の方法およびシステムならびに／あるいはそ
れらの一部分を実現することができる適切なコンピュータ環境について、簡単な概略の説
明をもたらすことを意図している。必ずしもそのようである必要はないが、本明細書に開
示の方法およびシステムの各部分を、クライアントワークステーション、サーバ、または
パーソナルコンピュータなどのコンピュータ、あるいはスマートフォンなどの携帯コンピ
ュータデバイスによって実行されるプログラムモジュールなど、コンピュータによって実
行することができるインストラクションという全体的な文脈において説明する。一般に、
プログラムモジュールは、特定のタスクを実行し、あるいは特定の抽象データ型を提供す
るルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造などを含む。さら
に、本明細書に開示の方法およびシステムならびに／あるいはそれらの一部分を、ハンド
ヘルドデバイス、マルチプロセッサシステム、マイクロプロセッサ基盤またはプログラム
可能な家庭用電化製品、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコンピュ
ータなどといった他のコンピュータシステムの構成において実施できることを、理解すべ
きである。プロセッサを、単一のチップ、複数のチップ、または異なるアーキテクチャを
有する複数の電気部品において実現することができる。本明細書に開示の方法およびシス
テムを、タスクが通信ネットワークによって結び付けられた遠方の処理装置によって実行
される分散コンピューティング環境において実現することもできる。分散コンピューティ
ング環境において、プログラムモジュールは、現場および遠方の両方のメモリ記憶装置に
位置することができる。
【００３２】
　図５が、本明細書に開示の方法およびシステムの態様またはその一部を取り入れること
ができる汎用のコンピュータシステムを代表するブロック図である。図示のとおり、典型
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的な汎用のコンピュータシステムは、処理ユニット５２１と、システムメモリ５２２と、
システムメモリを含む種々のシステム構成要素を処理ユニット５２１に接続するシステム
バス５２３とを備えるコンピュータ５２０などを備える。システムバス５２３は、メモリ
バスまたはメモリコントローラ、周辺機器バス、ならびにローカルバスなど、種々のバス
アーキテクチャのいずれかを使用するいくつかの種類のバス構造のいずれかであってよい
。システムメモリは、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）５２４およびランダムアクセスメモ
リ（ＲＡＭ）５２５を含む。起動時などにコンピュータ５２０内の構成要素間の情報の伝
達を助ける基本ルーチンを含む基本入出力システム５２６（ＢＩＯＳ）が、ＲＯＭ５２４
に保存される。
【００３３】
　コンピュータ５２０は、ハードディスク（図示されていない）について読み出しおよび
書き込みを行うためのハードディスク駆動装置５２７、取り出し可能な磁気ディスク５２
９について読み出しおよび書き込みを行うための磁気ディスク駆動装置５２８、ならびに
ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光学媒体などの取り出し可能な光ディスク５３１について読み出
しおよび書き込みを行うための光ディスク駆動装置５３０をさらに備えることができる。
ハードディスク駆動装置５２７、磁気ディスク駆動装置５２８、および光ディスク駆動装
置５３０は、それぞれハードディスクドライブインターフェイス５３２、磁気ディスクド
ライブインターフェイス５３３、および光ディスクドライブインターフェイス５３４によ
ってシステムバス５２３に接続される。駆動装置およびそれらの関連のコンピュータにと
って読み取り可能な媒体が、コンピュータにとって読み取り可能なインストラクション、
データ構造、プログラムモジュール、およびコンピュータ５２０用の他のデータの不揮発
記憶装置をもたらす。本明細書に記載のとおり、コンピュータにとって読み取り可能な媒
体は、実体のある物理的な現実の製造物であり、したがって信号そのものではない。
【００３４】
　本明細書において説明される典型的な環境は、ハードディスク、取り出し可能な磁気デ
ィスク５２９、および取り出し可能な光ディスク５３１を使用しているが、コンピュータ
によるアクセスが可能なデータを記憶することができるコンピュータにとって読み取り可
能な他の種類の媒体も、典型的な動作環境において使用することができる。そのような他
の種類の媒体として、これらに限られるわけではないが、磁気カセット、フラッシュメモ
リカード、デジタルビデオまたは多用途ディスク、Ｂｅｒｎｏｕｌｌｉカートリッジ、ラ
ンダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）などが挙げられる。
【００３５】
　オペレーティングシステム５３５、１つ以上のアプリケーションプログラム５３６、他
のプログラムモジュール５３７、およびプログラムデータ５３８など、いくつかのプログ
ラムモジュールを、ハードディスク、磁気ディスク５２９、光ディスク５３１、ＲＯＭ５
２４、またはＲＡＭ５２５に保存することができる。ユーザは、キーボード５４０および
ポインティングデバイス５４２などの入力装置を通じてコンピュータ５２０にコマンドお
よび情報を入力することができる。他の入力装置（図示されていない）として、マイクロ
ホン、ジョイスティック、ゲームパッド、サテライトディスク（ｓａｔｅｌｌｉｔｅ　ｄ
ｉｓｋ）、スキャナなどを挙げることができる。これらの入力装置および他の入力装置は
、多くの場合、システムバスに接続されたシリアルポートインターフェイス５４６によっ
て処理ユニット５２１に接続されるが、パラレルポート、ゲームポート、またはユニバー
サルシリアルバス（ＵＳＢ）などの他のインターフェイスによって接続されてもよい。モ
ニタ５４７または他の種類の表示装置も、ビデオアダプタ５４８などのインターフェイス
を介してシステムバス５２３に接続される。モニタ５４７に加えて、コンピュータは、ス
ピーカおよびプリンタなどの他の周辺出力装置（図示されていない）を含むことができる
。図５の典型的なシステムは、ホストアダプタ５５５、スモールコンピュータシステムイ
ンターフェイス（ＳＣＳＩ）バス５５６、およびＳＣＳＩバス５５６に接続された外部記
憶装置５６２をさらに備える。
【００３６】
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　コンピュータ５２０は、リモートコンピュータ５４９などの１つ以上の遠方のコンピュ
ータへの論理接続を使用して、ネットワーク環境において動作することができる。リモー
トコンピュータ５４９は、パーソナルコンピュータ、サーバ、ルータ、ネットワークＰＣ
、ピアデバイス、または他の共通ネットワークノードであってよく、図５においてはメモ
リ記憶装置５５０だけしか示されていないが、コンピュータ５２０に関して上述した構成
要素の多くまたはすべてを備えることができる。図５に示されている論理接続は、ローカ
ルエリアネットワーク（ＬＡＮ）５５１およびワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）５５
２を含む。そのようなネットワーク環境は、事務所、企業規模のコンピュータネットワー
ク、イントラネット、およびインターネットにおいて一般的である。
【００３７】
　ＬＡＮネットワーク環境において使用されるとき、コンピュータ５２０は、ネットワー
クインターフェイスまたはアダプタ５５３によってＬＡＮ５５１に接続される。ＷＡＮネ
ットワーク環境において使用されるとき、コンピュータ５２０は、モデム５５４またはイ
ンターネットなどのワイドエリアネットワーク５５２を介した通信を確立するための他の
手段を備えることができる。内部または外部にあってよいモデム５５４は、シリアルポー
トインターフェイス５４６を介してシステムバス５２３に接続される。ネットワーク環境
においては、コンピュータ５２０に関して示したプログラムモジュールまたはそれらの一
部分が、遠方のメモリ記憶装置に保存されてもよい。図示のネットワーク接続が例示であ
り、コンピュータ間の通信リンクを確立する他の手段を使用できることを、理解できるで
あろう。
【００３８】
　コンピュータ５２０は、種々のコンピュータにとって読み取り可能な記憶媒体を備える
ことができる。コンピュータにとって読み取り可能な記憶媒体は、コンピュータ５２０に
よるアクセスが可能な任意の利用可能な媒体であってよく、揮発および不揮発の両方の媒
体、ならびに取り出し可能または取り出し不可能な媒体を含む。例として、これらに限ら
れるわけではないが、コンピュータにとって読み取り可能な媒体は、コンピュータ記憶媒
体および通信媒体を含むことができる。コンピュータ記憶媒体は、コンピュータにとって
読み取り可能なインストラクション、データ構造、プログラムモジュール、または他のデ
ータなどの情報を記憶するための任意の方法または技術で実現された揮発および不揮発の
両方の取り出し可能および取り出し不可能な媒体を含む。コンピュータ記憶媒体として、
これらに限られるわけではないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、
または他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、または他の
光ディスク記憶装置、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスク記憶装置、または他の磁
気記憶装置、あるいは所望の情報の保存に使用でき、コンピュータ５２０によるアクセス
が可能である任意の他の媒体が挙げられる。上記の任意の組み合わせも、本明細書に記載
の方法およびシステムを実現するためのソースコードを保存するために使用することがで
きるコンピュータにとって読み取り可能な媒体の範囲に含まれなければならない。本明細
書に開示の特徴または構成要素の任意の組み合わせを、１つ以上の実施形態において使用
することができる。
【００３９】
　図面に示されるとおりの本発明の主題の実施形態の説明においては、分かりやすくする
目的で、具体的な用語が使用されている。しかしながら、特許請求の範囲に記載される主
題は、そのように選択された具体的な用語には限定されず、各々の具体的な構成要素が、
類似のやり方で動作して類似の目的を果たすすべての技術的な均等物を含むことを、理解
すべきである。エアロゾル化された腐食防止流体、気体の腐食防止流体、またはエアロゾ
ル化されていない液体の腐食防止流体を、本明細書に開示のシステムによって実現するこ
とができる。本明細書において述べた流体は、気体、液体、またはエアロゾルなど、固定
された形状を有さず、外部の圧力に屈する物質と考えられる。発電システムのためのガス
タービンエンジンを説明したが、他の同様のタービンエンジンの構成も、本明細書におい
て想定される。本明細書において述べた腐食防止流体を、導入抽気加熱システム、気化冷
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却システム、ベルマウスノズル、抽出配管、あるいは他の配管および装置などの種々のシ
ステムによって同時または別個に適用することができる。腐食防止流体に関して、本明細
書に開示した特徴または構成要素の任意の組み合わせを、１つ以上の実施形態において使
用することができる。
【００４０】
　本明細書においては、本発明を最良の態様を含めて開示するとともに、あらゆる装置ま
たはシステムの製作および使用ならびにあらゆる関連の方法の実行を含む本発明の実施を
当業者にとって可能にするために、いくつかの実施例を使用している。本発明の特許可能
な技術的範囲は、特許請求の範囲によって定められ、当業者にとって想到される他の実施
例も含むことができる。そのような他の実施例は、それらが特許請求の範囲の文言から相
違しない構造要素を有しており、あるいは特許請求の範囲の文言から実質的には相違しな
い同等の構造要素を含むならば、特許請求の範囲の技術的範囲に包含される。
【符号の説明】
【００４１】
１１　ガスタービンエンジン
１５　圧縮機
１７　タービン
２２　空気の流れ
５４　Ａ段
５５　Ｂ段
５６　Ｃ段
５９　翼
６０　翼
６１　翼
６５　ロータホイール
６７　羽根
７５　ベルマウス
８０　空気抽出システム
８５　空気抽出配管
９０　抽出ポート
９２　Ｘ段の抽出配管
９４　Ｙ段の抽出配管
９６　Ｘ段の配管
９８　Ｙ段の配管
１０５　発電システム
１１０　フィルタ室
１１２　ダクト
１１４　入口フード
１１６　ガスタービンエンジン
１１７　圧縮機
１１８　燃焼部分
１１９　タービン
１３０　システム
１４２　水供給配管
１４４　水の供給源
１４６　洗剤供給配管
１４８　洗剤の供給源
１５１　供給配管
１５２　水性の硫酸マグネシウム溶液の供給源
１６２　配管
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１６４　供給マニホールド
１６６　弁
１６８　弁
１７０　供給ブランチ
１７２　供給ブランチ
１９０　制御システム
３０２　腐食防止剤の供給源
３０４　迅速接続
３０６　配管
３２２　モータ
３２４　モータ
３２６　モータ
３３０　弁
３３１　弁
３３２　弁
３３３　弁
３３４　弁
３３５　弁
３４０　流れ回路
３４２　流れ回路
３４４　流れ回路
４０５　方法４００の一ブロック
４１０　方法４００の一ブロック
４１５　方法４００の一ブロック
４２０　方法４００の一ブロック
４２５　方法４００の一ブロック
５２０　コンピュータ
５２１　処理ユニット
５２２　システムメモリ
５２３　システムバス
５２４　ＲＯＭ
５２５　ＲＡＭ
５２６　ＢＩＯＳ
５２８　フロッピーディスク駆動装置
５２９　記憶媒体
５３０　光ディスク駆動装置
５３１　記憶媒体
５３２　ハードディスクドライブインターフェイス
５３３　磁気ディスクドライブインターフェイス
５３４　光ディスクドライブインターフェイス
５３５　オペレーティングシステム
５３６　アプリケーションプログラム
５３７　他のプログラム
５３８　プログラムデータ
５４０　キーボード
５４２　マウス
５４６　シリアルポートインターフェイス
５４７　モニタ
５４８　ビデオアダプタ
５４９　リモートコンピュータ
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５５０　メモリ
５５１　ローカルエリアネットワーク
５５２　ワイドエリアネットワーク
５５３　ネットワークインターフェイス
５５４　モデム
５５５　ホストアダプタ
５５６　ＳＣＳＩバス
５６２　記憶装置

【図１】
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